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目的

コンクリー ト甲子園を通 して、身近な土木部材であるコンクリー トの特性や配合
設計の基礎知識を学ぶ。また、コンクリー トを作成するにあたり、実際のコンクリ
ー ト材料に触れ、材料の選択や配合設計、練 り混ぜ等を自らが行い、フレッシュコ
ンクリー トから作成することにより、土木技術者としての基礎を感覚として身につ

ける。また、本大会に参加することにより、参カロ各校との交流を深めるとともに、
他校の考え方や工夫等を聰き、幅広い考え方を身につける。

2 日程

(1)期 日 平成 2
(2)時 間  12:

2年 12月 4日 (上 )
00～ 16:00

3 会場
(1)場 F~4 高知県生コンクリー トエ業組合 技術セ ンター東部試験所
(2)住所 高知県香南市野市町西野 1892

4 主催および共催
(1)主催 四国高等学校土木教育研究会
(2)共催 高知県建設系教育協議会
(3)後援  高知県生コンクリー トエ業組合

5 参加者の資格および制限
(1)高等学校に在籍 している生徒である事。
(2)参カロ1校 につき 1チ ームとし、 1チ ームの人数tll限はな しとする。
(3)供試体 を大会 当日に持参できるか、大会 3日 前までに送付できること。

6 表彰
(1)上位 3位 を表彰 (優勝・準優勝・奨励賞)す る。
(2)そ の他観点″1特燿1賞 等を表彰する。
(3)優勝 2万 円、準優勝 1万 円、その他各賞 5+円、各相当のヨ1賞 を贈呈する。



7 競技内容
(1)各校、 3本の供試体 を日本工業規格の規定に基づき圧縮強度試験 を行い、 3本
の供試体の平均圧縮強度 を求め、平均圧縮強度の大きい方からllF位 をつける。

(2)平均圧縮強度が同 じ場合は、 3本の供試体の最4_A圧縮強度の大きい方を上位 と
する。

8 競技規定
(1)コ ンクリー ト供試体の大きさは、直径 100mm± 0.5mm、 高さ 200mm± 5mmと する。
(2)供試体の製作にはポル トラン ドセメン トを使用する。
(3)低熱、早強等、ポル トラン ドセメン トであれば何 を用いても構わない。
(4)骨材、水の代わ りとして何 を混ぜても構わない。
(5)配合設計の工夫や製作の過程等をまとめたA3半11枚の資料 (パ ネル等)を 提
出する。内容の形式は自由とするが、ガ1紙 2に ある配合設計の各数値および養生

方法等の必須項 目は路ず記載すること。

(6)供試体にはぬず学校名 を消えないように明記すること。その他強度に影響 を及
ぼさないペイン ト等は自由とする。

9 申し込み・期限・参加費・問い合わせ
万1紙 1の 参加申込書に必要事項を記載の上、下記まで送付か FAX、 e― mollに て申

し込んでくださぃ。申しさみ期限は 11月 5日 (金 )ま で、参加費は無料です。ま
た、その他の F・lい合わせも下記までお願いします。

第 4回コンクリー ト甲子園実施事務局
高知県立高知工業高等学校内 松口 哲典
〒780-8010 高知県高知市桟橋愛 2丁 目 11番 6
電話  088-831-9171   FAX 088-833-7666
[― moll:lelsunorl_molsudoOk13.kochinel.ed.ip

号

10 供試体送付先
供試体は壌れないように梱包 し、下記まで送付 してください。送付された供試体

は技術センターの水槽で大会まで水中養生をします。載荷面の研磨は会場でできま

すが、強度に大きな影響がでますので、できるだけ各校でお願いします。

高知県生コンク リー トエ業組合 技術セ ンター東部試験所
〒781-5232 高知県香南市野市町西野 1892
電話  0887-57-1251   FAX 0887-56-0780


